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「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地

区
に
お
け
る
即
時
停
戦
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
」
が
６
月
開
会
の
深
谷
市
議
会

に
提
出
さ
れ
、
総
務
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

党
市
議
団
は
委
員
会
で
賛
成

討
論
を
行
っ
た
の
で
そ
の
意 

              

見
書
と
賛
成
討
論
の
要
旨
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ

の
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
大

規
模
衝
突
に
よ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ

自
治
区
ガ
ザ
地
区
に
お
い
て
、
人

命
が
深
刻
な
危
機
的
状
況
に
さ

ら
さ
れ
、
市
街
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。 

２
０
２
３
年
１１
月
６
日
に
グ

テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
が
「
ガ

ザ
は
子
ど
も
た
ち
の
墓
場
に
な

り
つ
つ
あ
る
」
と
即
時
停
戦
を
訴

え
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
３
年
１２

月
１２
日
の
国
連
総
会
で
は
、
米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区

の
情
勢
に
関
す
る
緊
急
特
別
会

合
を
開
き
、
即
時
の
人
道
的
停
戦

を
求
め
る
決
議
案
を
１
５
３
カ

国
の
賛
成
で
採
択
し
、
日
本
政
府

も
こ
の
決
議
案
に
賛
成
し
て
い

る
。 深

谷
市
議
会
は
、
こ
の
紛
争
に

関
わ
る
全
て
の
当
事
者
及
び
日

本
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
国
際

社
会
に
対
し
以
下
の
こ
と
を
求

め
る
。 

①
即
時
停
戦
と
人
質
の
即
時
解
放 

②
国
際
法
、
国
際
人
道
法
の
遵
守 

③
必
要
な
人
道
支
援
物
資
の
供
給 

 
 

を
通
じ
た
人
道
状
況
の
改
善 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条 

の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提 

出
す
る
。
令
和
６
年
６
月
２１
日 

深
谷
市
議
会
議
長 

 
 
 

 
 

角
田
義
徳 

■ 

議
会
最
終
日
に
可
決
し
、

額
賀
衆
院
議
長
、
尾
辻
参
院
議

長
、
岸
田
総
理
大
臣
、
上
川
外

務
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム

組
織
・
ハ
マ
ス
が
、
ガ
ザ
地
区
で

戦
闘
を
始
め
て
か
ら
８
ヵ
月
に

な
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
国
連
機

関
が
運
営
す
る
学
校
を
空
爆
し

ハ
マ
ス
の
戦
闘
員
を
殺
害
し
た

と
発
表
し
て
い
る
が
子
ど
も
を

含
む
多
数
の
死
傷
者
が
出
て
い

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
停

戦
と
人
質
解
放
の
交
渉
も
進
展

し
て
い
な
い
。
深
谷
市
議
会
と
し

て
政
府
に
対
し
、
即
時
停
戦
に
向

け
た
外
交
努
力
を
行
う
よ
う
に

求
め
る
意
見
書
の
提
出
は
ガ
ザ

日
本
共
産
党
深
谷
市
議
団 

議
会
報
告 

六
月
議
会
に
つ
い
て 

令
和
６
年
深
谷
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
３
日
か
ら
６

月
21
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
３
件
、
令
和
６

年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
、
条
例
の
一
部

改
正
１
件
、
人
事
の
同
意
１
件
、
財
産
の
取
得
２
件
、
農
業
委
員

の
推
薦
２４
件
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
３４
件
、
請
願
１
件
、
意
見

書
の
提
出
１
件
が
審
議
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区 

に
お
け
る
即
時
停
戦
を
求
め 

る
意
見
書
」
が
、
可
決
さ
れ
る 

   

鈴木三男 090-8332-5591 佐久間奈々 090-5582-8020 までお寄せください。 ① 

政
府
に
提
出
さ
れ
た 
「
即
時

停
戦
を
求
め
る
意
見
書
」 

 

 即時停戦を求める意見書 

総
務
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

の
要
旨 
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攻
撃
中
止
・
即
時
停
戦
や
休
戦
を

求
め
る
世
論
を
高
め
る
も
の
で

あ
り
、
請
願
に
賛
成
す
る
。
」
と

発
言
し
ま
し
た
。 

 
 

  

国
保
は
、
低
所
得
者
世
帯
に

対
す
る
税
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
世
帯
の
所
得
の
合
計
が

一
定
以
下
と
な
る
場
合
、
均
等

割
額
と
平
等
割
額
の
７
割
５
割

２
割
を
軽
減
す
る
措
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
税

制
改
正
に
伴
い
５
割
と
２
割
軽

減
に
係
る
軽
減
判
定
所
得
基
準

が
表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
軽
減
額
２
５
０
万
円

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

県
が
４
分
の
３
、
市
が
４
分
の

１
を
一
般
会
計
で
負
担
し
、
保

険
基
盤
安
定
負
担
金
制
度
に
よ

り
で
補
填
さ
れ
る
の
で
、
加
入 

者
の
負
担
は
増
加
し
ま
せ
ん
。 

    
 

 

    

 

           

   

令
和
６
年
度
の
個
人
住
民

税
か
ら
納
税
者
本
人
及
び
配

偶
者
を
含
む
扶
養
親
族
１
人

１
万
円
と
所
得
税
か
ら
１
人

３
万
円
で
合
計
４
万
円
の
定

額
減
税
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
は
、 

①
住
民
税
の
定
額
減
税
は
、
１

人
１
万
円 

②
減
税
の
方
法
は
、 

 

ア 

給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収

の
方
は
、
６
月
分
は
徴
収
さ

れ
ず
、
定
額
減
税
後
の
税
額

を
１１
カ
月
で
均
等
徴
収 

 

イ 

普
通
徴
収(

事
業
所
得
者)

の
方
は
、
６
月
の
１
期
分
か

ら
減
税
額
を
控
除
し
、
控
除

し
き
れ
な
い
場
合
は
、
２
期

分
以
降
か
ら
控
除 

 

ウ 

年
金
所
得
者
の
方
は
、
令

和
６
年
１０
月
分
か
ら
控
除

し
控
除
し
き
れ
な
い
分
は
、

１２
月
分
、
翌
年
の
２
月
分

か
ら
控
除 

③
定
額
減
税
を
年
内
に
控
除
し

き
れ
な
い
世
帯
は
、
定
額
減
税

を
補
足
す
る
調
整
給
付
金
が
、

１
万
円
単
位
で
切
り
上
げ
て

給
付
さ
れ
、
そ
の
対
象
者
は
、

約
３
万
人
で
１２
億
円
の
見
込

み
。 

    

平
成
14
年
１
月
よ
り
７
カ

所
の
公
民
館
で
証
明
書
の
発

行
業
務
を
行
っ
て
い
た
が
、
政

府
方
針
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
利

用
促
進
を
図
る
べ
く
、
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
利
用
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
更
な
る
増
加
を
見
込
み
、

今
年
度
末
の
令
和
７
年
３
月

末
日
で
、
公
民
館
の
証
明
発
行

業
務
を
廃
止
を
す
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

党
議
員
団
は
、
公
民
館
で
の

証
明
書
発
行
業
務
の
廃
止
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
に
な

る
の
で
、
廃
止
す
べ
き
で
は
な

い
と
反
対
し
ま
し
た
。 

② この議会報告は、政務活動費を使用しています。ご意見・ご要望は、党議員団まで 

         

 

  
 

割合 世帯数 見直し 軽減判定所得基準 変化 該当

7割 約6,200 なし 43万円+10万円×(給与所得者の数-1)　以下 なし なし
43万円+29万円×(被保険者数+特定同一世帯
所属者数)+10万円×(給与所得者の数-1) 以下

43万円+29万5千円×(被保険者数+特定同一世帯 50世帯
所属者数)+10万円×(給与所得者の数-1) 以下 △195万円

43万円+53万5千円×(被保険者数+特定同一世帯

所属者数)+10万円×(給与所得者の数-1) 以下

43万円+54万5千円×(被保険者数+特定同一世帯 30世帯
所属者数)+10万円×(給与所得者の数-1) 以下 △55万円

※　軽減世帯数は、国保加入世帯・約22,500の約半分の11,800世帯

軽減判定所得基準の見直し

改正前

改正後

改正後

改正前
5割

約3,100
世帯

約2,500
世帯

2割 1万円

5千円

６
月
議
会
で
審
議
さ
れ
た 

主
な
議
案
に
つ
い
て 

 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
利
用
の
公 

民
館
の
証
明
発
行
業
務
を 

令
和
７
年
３
月
末
で
廃
止 

個
人
住
民
税
の
定
額
減
税 

一
人
１
万
円
の
概
要
は 



日本共産党 深谷市議団 議会報告 №50 (6月議会) 

④この議会報告は政務活動費を使用しています。ご意見・ご要望は、党議員団まで 

       
 

 

今
回
は
、
災
害
時
の
避
難
所

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

能
登
半
島
地
震
の
発
災
か
ら

数
週
間
し
た
避
難
所
の
写
真
が
、

ど
れ
も
間
仕
切
り
も
な
く
、
床

に
雑
魚
寝
状
態
で
あ
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。 

非
常
時
な
ん
だ
か
ら
仕
方
が

な
い
と
の
考
え
も
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
際
的

な
避
難
所
の
最
低
基
準
（
ス
フ

ィ
ア
基
準
）
の
理
念
は
「
被
災

者
に
は
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
営

む
権
利
が
あ
り
、
従
っ
て
、
支

援
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
」

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
海
外

で
は
標
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
所
に
お
け
る
、
日
本
で
の

「
当
た
り
前
」
の
風
景
は
、
海

外
で
は
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
避
難
所
の
環

境
は
命
に
直
結
し
ま
す
。 

災
害
に
よ
る
直
接
死
は
防
ぎ

難
く
て
も
、
災
害
関
連
死
は
対

策
に
よ
っ
て
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
災
害
か
ら
助
か
っ
た

命
を
、
災
害
関
連
死
で
失
う
こ

と
が
絶
対
に
な
い
よ
う
今
後
も

努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

問 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。 

答 

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用

し
ま
す
。
形
状
は
縦
横
２
．
１

ｍ
の
正
方
形
で
、
高
さ
は
１
．

８
ｍ
。
テ
ン
ト
素
材
で
ワ
ン
タ

ッ
チ
タ
イ
プ
の
も
の
が
千
個
備

蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物

資
に
関
し
て
県
や
民
間
企
業
と

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
供
給
さ

れ
る
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。 

 

問 

過
去
の
災
害
で
、
実
は
非

常
に
切
実
な
問
題
だ
っ
た
の
が

ト
イ
レ
問
題
で
す
。
不
衛
生
な

ト
イ
レ
環
境
か
ら
感
染
症
の
蔓

延
や
、
ト
イ
レ
に
行
く
回
数
を

減
ら
す
た
め
水
を
飲
む
の
を
控

え
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
を
引

き
起
こ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

（
能
登
半
島
地
震
で
は
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
症
候
群
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
女
性
の
割
合
は
７７
％
だ

そ
う
で
す
）
災
害
時
に
は
水
洗

ト
イ
レ
は
使
え
な
い
こ
と
を
前

提
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
携
帯
ト
イ
レ
等
の
備
蓄
数

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

答 

携
帯
ト
イ
レ
は
約
３
万
７

千
枚
、
簡
易
ト
イ
レ
等
は
約
１

３
０
基
あ
り
ま
す
が
十
分
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
ト
イ

レ
管
理
計
画
を
定
め
対
応
し
て

て
い
き
ま
す
。 

 

問 

避
難
所
で
は
、
平
時
よ
り

も
性
暴
力
が
多
く
起
こ
る
と
の

報
告
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
閣

府
の
「
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
の
防
災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
は
、
具
体
的
な
予
防

策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
深
谷
市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
も
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
踏
ま
え
修
正
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

答 

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。 

 

※
そ
の
他
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
般
質
問 

佐
久
間
奈
々
議
員 

避
難
所
に
お
け
る
生
活
環
境

に
つ
い
て 
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６
月
議
会
の
一
般
質
問
は
、

「
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
制
度
」

「
桜
並
木
の
食
害
対
策
」
「
北

通
り
線
の
安
全
対
策
」
「
高
齢

者
の
ス
ポ
ー
ツ
支
援
」
な
ど
の

４
項
目
で
す
。 

   

問 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

で
、
カ
ッ
プ
ル
と
と
も
に
暮
ら

す
未
成
年
の
子
ど
も
と
の
関

係
を
証
明
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
」
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

深
谷
市
も
追
加
す
べ
き
で
は

な
い
か
。 

答 

県
内
に
お
い
て
は
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
実
際

利
用
し
て
い
る
方
は
２
組
で

あ
り
、
深
谷
市
に
お
い
て
は
今

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
や
要
望

は
な
い
が
、
今
後
子
育
て
を
希

望
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

の
で
、
と
も
に
暮
ら
す
方
々
と

の
関
係
を
「
家
族
」
と
し
て
市

に
届
け
出
た
こ
と
を
証
明
す

る
こ
と
で
生
き
づ
ら
さ
の
軽

減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制

度
」
の
導
入
を
検
討
す
る
。 

問 

同
居
す
る
同
性
の
カ
ッ

プ
ル
に
お
い
て
も
希
望
者
に

は
夫
や
妻
の
続
柄
記
載
の
住

民
票
の
交
付
は
で
き
る
の
か
。 

答 

申
し
出
に
よ
り
、
続
柄
を

「
世
帯
主
」「
縁
故
者
」
と
し
た

対
応
を
令
和
５
年
１１
月
よ
り

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
崎

県
の
大
村
市
や
栃
木
県
の
鹿

沼
市
で
申
し
出
に
よ
り
、
「
夫

や
妻
」
と
記
載
す
る
ケ
ー
ス
も

出
て
き
た
の
で
研
究
す
る
。 

  
 問 

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
被
害
で
、
さ
く
ら
の
木
が

枯
れ
始
め
て
い
る
が
対
策
は
。 

答 

造
園
業
者
に
よ
る
毎
月

の
巡
回
を
追
加
し
、
監
視
体
制

を
強
め
て
い
る
。
枯
損
木
は
例

年
発
生
す
る
が
、
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
直
接
的
原
因

の
枯
木
は
未
確
認
で
あ
る
。 

問 

す
で
に
枯
れ
て
い
る
桜

の
木
撤
去
予
定
は
あ
る
の
か
。 

答 

枯
損
木
が
確
認
さ
れ
次

第
順
次
、
剪
定
や
伐
採
撤
去
を

し
て
い
る
。 

      

  

問 

北
通
り
線
が
開
通
し
て

５
年
が
経
過
し
交
通
量
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
北
通
り

線
を
安
全
に
横
断
し
て
、
道
路

北
側
の
店
舗
で
買
い
物
が
で

き
る
よ
う
に
、
信
号
機
と
横
断

歩
道
の
設
置
を
強
く
要
望
し

て
い
る
が
ど
う
か
。 

答 

信
号
機
や
横
断
歩
道
の

設
置
は
、
警
察
署
の
所
管
の
た

め
、
改
め
て
警
察
署
へ
要
望
し

て
ほ
し
い
。
市
と
し
て
も
地
元

が
強
く
希
望
し
て
い
る
こ
と

を
再
度
伝
え
た
。 

  

問 

高
齢
者
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
用
具
の

運
搬
が
大
変
な
の
で
置
き
場

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。 

答 

用
具
を
保
管
す
る
施
設
の

設
置
は
、
考
え
て
い
な
い
。 

一
般
質
問 

鈴
木
三
男
議
員 

と
も
に
暮
ら
す
子
ど
も
の
保

護
者
証
明
の
追
加
を 

 

桜
並
木
の
食
害
対
策
は 

北
通
り
線
の
５
差
路
に
信
号

機
と
横
断
歩
道
の
設
置
を 
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運
動
公
園
に
ス
ポ
ー
ツ
用
具

置
き
場
の
設
置
を 


